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アートスペースとして活用した空間であり、1 階部分だけでも優に 300 ㎡の広さを持つ展
示空間である。そこで研究者は、その 1 階部分全体を枝の集積により森と化したのである。
ただ集積とはいえ、枝による構成は彼の空間との関係性による身体的ドローイングのよう
に配置・展開され、北側より差し込む安定した光を頼りに奥行きが導かれる、実に知的な
空間構成となっていた。エントランスの導入部分より枝の集積率と光の関係は、独自の彫
刻空間をつくり上げながら内部へと連続されており、当然のことながら展示施設中央部は
全体的に枝が心地よく密集し、唯一北側高窓より差し込む光が、それぞれの密度ある対象
としての枝の集積との距離を保たせて、空間全体に彫刻としてのボリュームを与えていた。
先にも述べたが「空間を彫刻する」とは、「空間を素材とし彫刻作品をつくる」と「空間そ
のものをつくり出す（彫刻する）」という 2 つの意味を持つ。これは研究者自身の空間への
関わりを見出すとともに自らの存在を模索する行為が、素材と向き合い彫刻作品をつくる
様子と類似していることから導かれたものである。従って藤沢アートハウスで製作された
インスタレーションを「彫刻的思考に基づく空間表現」と置き換え、本作品は研究者の空
間と彫刻の関係性を、集積された枝によって光（視覚）と身体でとらえ表現した彫刻作品
といえよう。まさに作品「彫刻された日常」は、これまで研究者が積み上げてきた実験・
実践をもとに、論文との整合性も含め十分に成果のある最終作品として受け止められよう。 
 
 最終の結論において研究者は、今後の可能性も示唆し以下のように述べている。 
作品「彫刻された日常」が生み出された背景を概観することにより、コンセプト「空間を
彫刻する」の効果について、空間とは全ての事象を包み込む存在であることから、他社も
空間に関わりをもっている。従って、このコンセプトは研究者個人にとどめるものでなく、
誰もが自らの手でそれぞれの空虚（Void）な空間を生み出すことができる。本研究で見出
した「空間を彫刻する」というコンセプトは、その空間を認識するためのきっかけであり、
しかも空間は、時間や環境と共に絶えず変化する。つまり、今回制作したインスタレーシ
ョン作品は、空間を変容させるひとつの事例である。とめどなく変化する空間を冷静に見
極め、研究者自身もまたその変化に応じて変化し続けることで、どの様な場所においても、
空間を素材とし、作品として展開・成立させることが可能なのである。 
 
 以上の研究論文並びに最終作品から導き出された結論及び研究成果は、いかにも彫刻専
攻実技系の学生らしい身体的で創意工夫に満ちた研究内容でありオリジナリティー溢れる
ものとなっている。よって山下圭介の実践的で独創的な論文及び最終作品は、博士学位取
得に十分値する内容であると判断した。 
 
３ 最終試験結果の要旨 
本審査の結果を受け審査委員会は、山下圭介の研究論文及び最終作品はともに、近現代
彫刻史に対する理解と分析を自作に沿って展開したものであり、その内容は博士学位取得
にふさわしく優れたもので、よってここに山下圭介を学位最終試験において合格と認めた。 
